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出題の範囲として、小学校学習指導要領の第２章第３節算数における、「数と計算」、「図形」、「測定」、「変

化と関係」、「データの活用」の各領域に示された指導内容をバランスよく出題することとした。なお、小

学校第５学年までの内容となるようにしている。また、評価の観点として、「知識・技能」、「思考・判断・

表現」に関わるものを出題した。 

 

   

◇思考・判断・表現力を要する記述式問題や根拠の説明ができている。 

◆表から条件に合う数を読み取ることに課題がある。 

 

<分類・区分別集計結果> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題作成の趣旨 

結果概要 

小学校算数 

◇…比較的できている点 

◆…課題のある点 



 

 

 

◇集計の示された２つの表から、集計に誤りのある項目を見付け、その根拠を表の中の数と言葉

を用いて記述することができている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的に応じてデータを集め、分類、整理できるようにする。さらに、問題を解決するために適

切な表やグラフを選んで表現したり、読み取ったりできるようにする。 

 

 

 

 

◆体積の意味について理解することに課題がある。

 

 

 

体積も面積などと同様に単位の大きさを決めると、その幾つ分として数値化して捉え理解

できるようにする。そのうえで、単位体積の立方体をきちんと敷き詰めた 1段分の個数

と、その段の個数をかけあわせることで、直方体や立方体の体積を求めることができるこ

とを理解できるようにする。 

具体的な設問例

（大問１（３））
１立方センチメートルの立方体を36個使ってできた直方体の体積を書く。

                 

                全員分のアンケートが整理されていない学級を見つ

け、その根拠となる人数を表 1と表２の中から書く。 

 

学習指導要領の領域・内容別の主な特徴と指導改善のポイント 

データの活用 

図形 

指導改善のポイント 

正答率：４０．０％ 

 

具体的な設問例

（大問４（１））

正答率：６９．０％ 

 

指導改善のポイント 



 


